
 

 

 

 

 

2024年５月８日 

各  位 

 

会 社 名 株 式 会 社 タ ス キ ホ ー ル デ ィ ン グ ス 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  柏 村  雄 

 （コード番号：166A 東証グロース） 

問 合 せ 先 執 行 役 員  経 理 部 長  狩野 雄一郎 

 （TEL 03-6447-0575） 

 

株式会社タスキの2024年９月期第２四半期決算について 

 

2024年４月１日をもって完全子会社化した株式会社タスキに関する2024年９月期第２四半期決算短信（2023

年10月１日～2024年３月31日）について、別紙のとおりお知らせいたします。 

 

また、2024年９月期連結業績予想および配当予想については、現時点で2024年４月１日に公表いたしました

「株式会社タスキホールディングスの設立および連結業績予想並びに配当予想に関するお知らせ」に記載の数

値から変更ありませんが、以下のとおり補足説明いたします。 

 

（１） 2024年９月期通期連結業績予想について 

2024年４月22日に公表いたしました「株式取得による子会社化及び特定子会社の異動に関するお知ら

せ」のとおり、株式会社タスキホールディングスが株式会社オーラを同日付で連結子会社化したこと

により、売上高が約31億円増加する見込みですが、のれん償却額等を織り込んだ利益影響額について

は現在精査中であり、今後、開示が必要となる場合には速やかに開示いたします。 

 

（２） 配当について 

当社グループの2023年10月１日から2024年９月30日までの１年間（基準日ベース）の各社の１株当た

り配当金は、以下のとおりとなります。 

 １株当たり配当金 

基 準 日 2024年３月31日 
2024年９月30日 

（予想） 
合計 

株式会社タスキホールディングス － 半期 15.00円 － 

株式会社タスキ 

〔株式移転前換算〕（※） 
半期 26.00円 ① 半期〔33.60円〕② 59.60円 ①＋② 

株式会社新日本建物  

〔株式移転前換算〕（※） 
通期 30.00円 ③ 半期〔15.00円〕④ 45.00円 ③＋④ 

（※）株式移転に伴い、タスキの普通株式１株に対してタスキホールディングスの普通株式2.24株を、

新日本建物の普通株式１株に対してタスキホールディングスの普通株式１株を割当交付してお

り、株式移転前のタスキおよび新日本建物の株式に換算した金額を記載しております。 

以上 
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2024年５月８日

上場会社名
株式会社タスキホールディングス

（株式会社タスキ分）
上場取引所  東

コード番号 166A ＵＲＬ  https://tasuki-holdings.co.jp/
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四半期報告書提出予定日 － 配当支払開始予定日 2024年６月４日

四半期決算補足説明資料作成の有無：有

四半期決算説明会開催の有無      ：有（機関投資家・アナリスト向け）

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年９月期第２四半期 11,216 64.7 1,270 11.6 1,147 10.3 817 13.8

2023年９月期第２四半期 6,808 － 1,138 － 1,040 － 718 －

（注）包括利益 2024年９月期第２四半期 817百万円 （13.8％） 2023年９月期第２四半期 718百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年９月期第２四半期 58.01 －

2023年９月期第２四半期 59.97 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年９月期第２四半期 21,714 7,535 34.7

2023年９月期 17,487 7,127 40.8

（参考）自己資本 2024年９月期第２四半期 7,535百万円 2023年９月期 7,127百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年９月期 － 21.00 － 29.00 50.00

2024年９月期 － 26.00

１．2024年９月期第２四半期の連結業績（2023年10月１日～2024年３月31日）

（注）当社は、2022年９月期第４四半期より連結財務諸表を作成しているため、2023年９月期第２四半期の対前年同四半
期増減率については記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

２．2023年９月期期末配当金の内訳　普通配当　24円00銭　記念配当　5円00銭

３．株式会社タスキホールディングスの2024年９月期の配当予想につきましては、2024年４月１日に公表いたしま

した「株式会社タスキホールディングスの設立および連結業績予想並びに配当予想に関するお知らせ」に記載

の配当予想から変更ございません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年９月期２Ｑ 14,087,099株 2023年９月期 14,087,200株

②  期末自己株式数 2024年９月期２Ｑ －株 2023年９月期 96株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年９月期２Ｑ 14,087,102株 2023年９月期２Ｑ 11,975,790株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提条件に基づいており、実際の業績等は様々な要因により、大きく異なる可能性があります。

（決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料につきましては、2024年５月８日にＴＤｎｅｔ及び株式会社タスキホールディングスウェブサイ

トへ掲載予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間においては、雇用・所得環境の改善の他、日経平均株価が過去最高値を更新するなど良

好な市場環境の中、緩やかな回復基調が続きました。一方で、国際情勢の動向、資源価格の高騰、急激な為替変動等

が国内外にもたらす影響には今後も注視が必要な状況であります。

当社が属する不動産業界においては、日本銀行が2024年３月にマイナス金利政策の解除を発表したことで、貸出金

利の上昇影響が懸念されるものの、円安による海外投資家の参入や、国内のインフレ時代を迎え、投資対象としての

不動産の魅力が相対的に向上しているといえます。また、国土交通省が公表している建築工事費推移からは、2023年

12月をピークとして、建築費は高止まりの傾向も見て取れることから、業界全体として堅調な事業環境であると認識

しております。

当社は2023年11月16日に株式会社新日本建物との経営統合を発表し、2024年４月１日をもって共同持株会社である

「株式会社タスキホールディングス」を設立いたしました。不動産価値流通におけるネットワーク・ノウハウの相互

活用や、「TASUKI TECH」のサービスライン拡充、リソースの共同利用によるコスト圧縮などを経営統合シナジーと

して見込んでおります。

第２四半期も、引き続き攻めの姿勢での仕入・開発・販売を行い、売上高の拡大を図っております。

Life Platform事業における、IoTレジデンス事業・リファイニング事業での販売件数は会計期間で過去最高の25件

となりました。

SaaS事業においても、マンション開発企業・戸建開発企業を中心に、主力サービスである「TASUKI TECH LAND」の

導入社数を順調に増やしております。会計期間での新規契約数は前四半期で８件から当四半期で19件と大幅に増加

し、累計導入社数は61件となり、2024年９月末までに累計100件とする目標値まで大きく伸長いたしました。開発を

進めている建築ボリュームプラン自動生成サービスである「TOUCH＆PLAN」は社内での検証が最終段階に入ってお

り、第一段階として投資用マンションデベロッパーをターゲットとして、外部事業者へ向けたリリースを目指し準備

を進めております。今後もマーケットインの開発を進めていき、業界全体のDX化を推し進めてまいります。

当第２四半期連結累計期間における経営成績は、売上高は前年同四半期と比べ44億７百万円増加の112億16百万円

（64.7％増）、営業利益は前年同四半期と比べ１億32百万円増加の12億70百万円（11.6％増）、経常利益は前年同四

半期と比べ１億７百万円増加の11億47百万円（10.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期と比

べ99百万円増加の８億17百万円（13.8％増）となりました。

セグメントの業績は、以下のとおりであります。

（Life Platform事業）

新築投資用IoTレジデンス販売及び開発用地販売の合計で前年同四半期と比べ９件増加の38件の引渡しを行いまし

た。売上高は前年同四半期と比べ43億53百万円増加の110億97百万円、営業利益は前年同四半期と比べ71百万円増加

の11億85百万円となりました。

（Finance Consulting事業）

売上高は前年同四半期と比べ65百万円増加の１億29百万円、営業利益は前年同四半期と比べ59百万円増加の67百万

円となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ42億27百万円増加し、217億14百万円

となりました。流動資産は前連結会計年度末と比べ42億54百万円増加の211億79百万円、固定資産は前連結会計年度

末と比べ27百万円減少の５億34百万円となりました。

流動資産の主な増加要因は、現金及び預金が前連結会計年度末と比べ７億91百万円、販売用不動産が前連結会計年

度末と比べ２億12百万円減少した一方で、仕掛販売用不動産が前連結会計年度末と比べ44億79百万円、短期貸付金が

前連結会計年度末と比べ６億50百万円増加したことによります。

固定資産の主な減少要因は、繰延税金資産が前連結会計年度末と比べ29百万円減少したことによります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末と比べ38億18百万円増加し、141億78百万円

となりました。流動負債は前連結会計年度末と比べ24億82百万円増加の63億38百万円、固定負債は前連結会計年度末

と比べ13億35百万円増加の78億40百万円となりました。

流動負債の主な増加要因は、1年内返済予定の長期借入金が前連結会計年度末と比べ20億35百万円、短期借入金が
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前連結会計年度末と比べ６億２百万円増加したことによります。

固定負債の主な増加要因は、長期借入金が前連結会計年度末と比べ13億89百万円増加したことによります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末と比べ４億８百万円増加し、75億35百万円

となりました。増加要因は、剰余金の配当４億８百万円があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益８億17

百万円を計上したことにより、利益剰余金が前連結会計年度末と比べ４億８百万円増加したことによります。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」)の残高は、前連結会計年度末と比べ７億91

百万円減少し、54億37百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下

のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、全体で36億25百万円の資金の減少（前

年同四半期は２億58百万円の資金の減少）となりました。主な資金の減少要因は、棚卸資産の増加額42億67百万円、

法人税等の支払額４億14百万円であります。また、主な資金の増加要因は、税金等調整前四半期純利益11億47百万円

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、全体で６億92百万円の資金の減少（前年同四半期は４億62百万円の資金の

減少）となりました。主な資金の減少要因は、短期貸付金の増加額６億50百万円、投資有価証券の取得による支出41

百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、全体で35億26百万円の資金の増加（前年同四半期は31億59百万円の資金の

増加）となりました。主な資金の増加要因は、長期借入れによる収入91億18百万円、短期借入金の純増額６億93百万

円であります。また、主な資金の減少要因は、長期借入金の返済による支出57億84百万円、配当金の支払額４億８百

万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社と株式会社新日本建物は2024年３月28日付で上場を廃止していることから、2024年９月期の業績予想を記載し

ておりません。

当社の完全親会社である株式会社タスキホールディングスの業績予想につきましては、2024年４月１日に公表いた

しました「株式会社タスキホールディングスの設立および連結業績予想並びに配当予想に関するお知らせ」に記載の

業績予想から変更ございません。

なお、2024年４月22日に公表いたしました「株式取得による子会社化及び特定子会社の異動に関するお知らせ」の

とおり、株式会社タスキホールディングスが株式会社オーラを同日付で連結子会社化いたしました。2024年９月期の

連結業績に与える影響につきましては、現在精査中ではありますが、2024年５月から９月までの５ヶ月分の株式会社

オーラの業績を取り込む予定であり、売上高が約31億円増加する見込みです。また、のれん等が発生する見込みです

が、その金額及び会計処理等につきましては現在精査中であり、今後、開示が必要となる場合には速やかに開示いた

します。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（2024年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,228,213 5,437,034

販売用不動産 451,483 239,229

仕掛販売用不動産 8,662,960 13,142,228

原材料及び貯蔵品 261 569

前渡金 227,450 238,990

短期貸付金 1,289,000 1,939,000

その他 65,761 182,401

流動資産合計 16,925,130 21,179,454

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,817 11,359

機械装置及び運搬具（純額） 323 0

工具、器具及び備品（純額） 9,208 8,707

有形固定資産合計 21,348 20,067

無形固定資産

ソフトウエア 3,969 3,396

その他 198 181

無形固定資産合計 4,167 3,577

投資その他の資産

投資有価証券 355,378 389,504

繰延税金資産 86,963 57,493

その他 145,087 115,205

貸倒引当金 △51,440 △51,440

投資その他の資産合計 535,988 510,763

固定資産合計 561,505 534,408

繰延資産

開業費 187 158

創立費 335 270

繰延資産合計 523 428

資産合計 17,487,159 21,714,291

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（2024年３月31日）

負債の部

流動負債

工事未払金 137,192 114,204

短期借入金 1,059,460 1,661,880

１年内返済予定の長期借入金 1,833,202 3,868,780

１年内償還予定の社債 54,000 54,000

未払金 82,045 61,234

未払法人税等 480,429 355,511

契約負債 9,150 35,000

賞与引当金 22,552 24,997

役員賞与引当金 50,137 －

その他 127,417 162,882

流動負債合計 3,855,586 6,338,490

固定負債

社債 128,000 101,000

長期借入金 6,294,770 7,683,900

退職給付に係る負債 14,152 17,199

その他 67,576 37,938

固定負債合計 6,504,499 7,840,037

負債合計 10,360,085 14,178,528

純資産の部

株主資本

資本金 2,254,773 2,254,773

資本剰余金 1,939,773 1,939,773

利益剰余金 2,932,619 3,341,216

自己株式 △93 －

株主資本合計 7,127,073 7,535,763

純資産合計 7,127,073 7,535,763

負債純資産合計 17,487,159 21,714,291
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年10月１日

至　2024年３月31日）

売上高 6,808,342 11,216,033

売上原価 4,951,445 9,101,993

売上総利益 1,856,896 2,114,040

販売費及び一般管理費 718,565 843,303

営業利益 1,138,330 1,270,736

営業外収益

受取利息 8,679 795

受取地代家賃 2,459 7,115

その他 － 350

営業外収益合計 11,138 8,261

営業外費用

支払利息 75,010 104,188

支払手数料 10,580 22,486

株式交付費 15,325 －

その他 8,451 5,068

営業外費用合計 109,368 131,743

経常利益 1,040,101 1,147,254

特別損失

固定資産除却損 47 －

特別損失合計 47 －

税金等調整前四半期純利益 1,040,053 1,147,254

法人税、住民税及び事業税 314,611 300,561

法人税等調整額 7,290 29,470

法人税等合計 321,902 330,031

四半期純利益 718,151 817,222

親会社株主に帰属する四半期純利益 718,151 817,222

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年10月１日

至　2024年３月31日）

四半期純利益 718,151 817,222

四半期包括利益 718,151 817,222

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 718,151 817,222

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年10月１日

至　2023年３月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年10月１日

至　2024年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,040,053 1,147,254

減価償却費 5,328 2,246

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,507 2,445

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △35,264 △50,137

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 775 3,046

受取利息及び受取配当金 △8,679 △795

支払利息 75,010 104,188

支払手数料 10,580 22,486

固定資産除売却損益（△は益） 47 －

棚卸資産の増減額（△は増加） △825,944 △4,267,322

前渡金の増減額（△は増加） △117,900 △11,540

仕入債務の増減額（△は減少） △32,969 △22,988

契約負債の増減額（△は減少） △36,000 25,850

預り金の増減額（△は減少） 147,645 79,533

前受収益の増減額（△は減少） △462 2,393

その他 △94,371 △149,790

小計 130,358 △3,113,128

利息及び配当金の受取額 10,181 795

利息の支払額 △74,086 △98,406

法人税等の支払額 △324,612 △414,492

営業活動によるキャッシュ・フロー △258,159 △3,625,231

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,282 －

無形固定資産の取得による支出 △24,615 －

投資有価証券の取得による支出 － △41,000

投資有価証券の売却による収入 100,000 －

投資有価証券の払戻による収入 － 6,745

出資金の払込による支出 △990 －

短期貸付金の純増減額（△は増加） △513,000 △650,000

敷金及び保証金の差入による支出 △23,923 △7,499

敷金及び保証金の回収による収入 2,600 －

その他 － △496

投資活動によるキャッシュ・フロー △462,210 △692,249

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 528,100 693,420

長期借入れによる収入 3,708,600 9,118,280

長期借入金の返済による支出 △2,939,598 △5,784,572

リース債務の返済による支出 △1,061 －

割賦債務の返済による支出 △2,607 －

社債の償還による支出 △27,000 △27,000

匿名組合出資預り金の純増減額（△は減少） △54,000 △39,000

株式の発行による収入 2,350,152 －

配当金の支払額 △388,425 △408,617

自己株式の取得による支出 － △6

その他 △14,748 △26,202

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,159,412 3,526,301

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,439,041 △791,179

現金及び現金同等物の期首残高 3,711,344 6,228,213

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,150,386 5,437,034

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書

計上額
Life Platform

事業
Finance 

Consulting事業
計

売上高

外部顧客への売上高 6,744,316 64,026 6,808,342 － 6,808,342

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － －

計 6,744,316 64,026 6,808,342 － 6,808,342

セグメント利益 1,113,908 7,533 1,121,442 16,888 1,138,330

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書

計上額
Life Platform

事業
Finance 

Consulting事業
計

売上高

外部顧客への売上高 11,095,242 120,790 11,216,033 － 11,216,033

セグメント間の内部売

上高又は振替高
2,318 8,355 10,673 △10,673 －

計 11,097,561 129,145 11,226,706 △10,673 11,216,033

セグメント利益 1,185,203 67,346 1,252,550 18,186 1,270,736

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額16,888千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額18,186千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

（株式会社新日本建物との共同持株会社設立（株式移転）による経営統合について）

当社と株式会社新日本建物は、2024年４月１日をもって、共同株式移転の方法により両社の完全親会社となる株

式会社タスキホールディングスを設立いたしました。共同持株会社の設立に伴い、完全子会社となる当社は、2023

年３月28日付で上場廃止となり、2024年４月１日付で株式会社タスキホールディングスが東京証券取引所グロース

市場に上場いたしました。
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